
 

 

 

 

 

第３期出雲市多文化共生推進プランの策定について 

 

 

本プランについて、パブリックコメントを実施するとともに、令和７年１月３０日開催

の出雲市多文化共生推進プラン推進委員会（以下、「推進委員会」という。）の審議を経て、

策定しましたので報告します。 

 

 

１ パブリックコメントについて 

⑴ 募集期間 

令和６年１２月２０日（金）から令和７年１月２０日（月）までの３２日間 

⑵ 実施結果 

提出者４名 意見数１２件 

別紙１のとおり 

 

２ パブリックコメント、推進委員会の意見を踏まえた修正内容 

  別紙２のとおり 

 

３ 第３期出雲市多文化共生推進プラン 

別冊のとおり 

全 員 協 議 会 資 料 

令 和 ７ 年 ( 2 0 2 5 ) ３ 月 １ ７ 日 

総合政策部政策企画課文化国際室 

資料 政１ 
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第３期出雲市多文化共生推進プラン（案）パブリックコメントの結果と市の考え方 
 

１．パブリックコメント実施期間：令和６年１２月２０日（金）～令和７年１月２０日（月） 

２．パブリックコメント実施結果： 

  ①提出者数・意見数：提出者数４名（意見１２件） 

  ②計画に反映した意見数：４件 

 

【第３期出雲市多文化共生推進プラン（案）に対する意見と市の考え方】 

番号 項目 意見内容 市の考え方 

１ 第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

７．取組の内容 

 

３ 意識啓発と社

会参画 

 

⑴地域社会での多

文化共生の意識啓

発 

（４３ページ） 

43 ページ、多文化共生の相互理解の促進

と差別や偏見の解消に向けた意識啓発事

業・研修会等の開催を重点取組としている

が、それについて意見したい。 

そもそも日本人は元来調和の精神を持つ

民族であり、世界で初めて人種差別の撤廃

を訴え、白人至上主義と戦い、アジアの

国々を植民地支配から解放した世界に誇

るべき歴史を持つ民族です。差別をやめま

しょうねと教えるより、こうした我が国の

誇るべき歴史を教え、日本人の素晴らしい

精神性を再認識する事が多文化共生に繋

がると思うので、そういった中身にして頂

きたい。 

 

P43(1)に記載のとおり、

「地域社会での多文化

共生の意識啓発」を重点

取組として掲げていま

す。今後の意識啓発事業

や研修会等の内容につ

いては、更なる多文化共

生に資する内容となる

よう検討します。 

２ 第１章 プラン策

定にあたって 

 

２．プランの位置

づけ 

（４ページ） 

また全体的に言える事だが、日本が日本ら

しくある事が、世界にとっての多様性を確

保することになるという前提は忘れない

で頂きたい。まず日本人が住みやすい町で

あることが大前提であって、その上で、外

国の方〝も″住みやすい町を目指すとい

う方向性にして頂きたい。 

 

 

 

 

 

 

いただいたご意見を踏

まえ、 P4、2.「プラン

の位置づけ」の一部を、

次のとおり修正します。 

『本プランは、本市にお

ける多文化共生を推進

するための取組方針を

示すものであり、国籍や

民族・文化の違いに関わ

らず、すべての市民が共

に安心して暮らせるま

ちを実現することを目

指します。』 

 

 

 

別紙１ 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

３ 第２章 出雲市の

現状と課題 

 

２．これまでの主

な取組と課題 

 

１ 多文化共生の

地域づくり 

 

⑴地域社会での多

文化共生の意識啓

発 

（１３ページ） 

 

 

第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

７．取組の内容 

 

３ 意識啓発と社

会参画 

 

⑴地域社会での多

文化共生の意識啓

発 

（４３ページ） 

1. 交流の場の拡充 

対象項目: PDF 13 ページ「地域社会での

多文化共生の意識啓発」 

意見 

外国人住民と日本人住民の交流を促進す

るため、以下の取り組みを提案します。 

• 提案 1: 交流イベントの開催 

米子市「BIGSHIP」での外国人フェ

スティバルを参考に、出雲市内での

イベント開催を提案します。具体的

には、市役所の芝生部分や「出雲だ

んだんとまとアリーナ」を会場と

し、外国人住民の文化紹介や市民と

の対話を行う場を設けます。 

• 提案 2: 外国人住民の地域参加の促

進 

中町で開催された「高校生チャレン

ジショップ」の事例を参考に、外国

人住民が主導するマーケットや交

流イベントを空き店舗などで実施

する仕組みを構築します。 

背景 

出入国在留管理庁 HP のアンケート調査で

は、差別や偏見をなくすために必要な取り

組みとして「外国人と日本人との交流の場

を増やす」ことが最も多く（58.6%）、言葉

の壁や文化の違いを超える直接的な交流

が求められています。また、PDF13ページ

でも、多くの外国人住民が日本人との交流

を希望していることが指摘されています。 

期待する効果 

• 相互理解の深化と地域の絆の強化。 

• 差別や偏見の解消につながる共生

社会の構築。 

 

 

 

 

 

交流イベント、外国人住

民の地域参加の促進に

ついては、P43(1)に記載

のとおり、「地域社会で

の多文化共生の意識啓

発」を重点取組として掲

げています。いただいた

具体の事業等について

は、今後策定する行動計

画（アクションプラン）

の中で検討します。 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

４ 第２章 出雲市の

現状と課題 

 

２．これまでの主

な取組と課題 

 

１ 多文化共生の

地域づくり 

 

⑶相互理解の推進 

（１３～１４ペー

ジ） 

 

 

第２章 出雲市の

現状と課題 

 

３．外国人住民ア

ンケート調査から

見える課題 

（２３ページ） 

 

 

第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

７．取組の内容 

 

１ コミュニケー

ション促進 

 

⑵地域社会で共に

暮らしていくため

の取組 

 

⑶やさしい日本語

の活用促進 

（４０ページ） 

2. 偏見や差別の解消 

対象項目: PDF 23 ページ「暮らしにくい

理由」および 14ページ「相互理解の推進」 

意見 

外国人住民の偏見や差別を防ぐため、以下

の施策を提案します。 

• 提案 1: やさしい日本語の普及活動 

外国人住民だけでなく、地域住民や

企業向けの「やさしい日本語」研修

を拡大し、市民全体で理解を深める

機会を提供します。 

• 提案 2: 翻訳アプリの活用促進 

公共施設や市役所窓口で利用可能

な翻訳ツールを増設し、言葉の壁を

軽減します。 

背景 

出入国在留管理庁 HP に「外国人との共生

に関する意識調査」が掲載されています。

日本人が外国人労働者に求めるもので、一

番多い回答は「日本語能力（60.8％）」で

すが、次の「日本文化に対する理解

（59.4％）」はほぼ同じ割合です。地域社

会に外国人が増えることに対する感情の

回答は、「好ましい」が 28.7％で、「好ま

しくない｝が 23.5％です。さらに、外国

人に対する偏見や差別の有無になると、

「偏見や差別がある」と回答した割合は

68.3％でした。差別や偏見をなくすために

必要と思う取組等で一番多い答えが、「外

国人と日本人との交流の場の機会を増や

す」58.6％でした。「日本語がわからない」

が最も大きな障害（25.6%）とされており、

PDF 23 ページでも外国人住民が差別や偏

見を経験しているとのデータがあります。 

期待する効果 

• コミュニケーションの円滑化。 

• 偏見の減少と、住民間の信頼関係 

の構築。 

やさしい日本語の普及

については、 P40(3)に

記載のとおり、「やさし

い日本語の活用促進」を

重点取組として掲げて

います。いただいたご意

見を踏まえ、①「やさし

い日本語を用いたコミ

ュニケーションの促進」

を次のとおり修正しま

す。 

『市役所窓口等でのや

さしい日本語の活用の

促進を図るとともに、市

民や事業者向けのやさ

しい日本語研修の充実

や活用に関する情報発

信を行い、地域全体で理

解を深める機会を提供

します。』 

 

翻訳アプリの活用につ

いては、 P40(2)①に記

載のとおり、「ICT技術の

活用促進による窓口・相

談対応の充実」に記載し

ています。いただいたご

意見を踏まえ、次のとお

り修正します。 

『外国人住民の言葉の

壁を軽減するため、電話

通訳サービスや翻訳機

器等を活用し、市役所窓

口をはじめ公共施設で

の窓口・相談対応の充実

を図ります。』 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

５ 第２章 出雲市の

現状と課題 

 

２．これまでの主

な取組と課題 

 

３ 安心して暮ら

せる環境づくり 

 

⑶働くための環境

整備 

（１５ページ） 

 

 

第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

７．取組の内容 

 

２ 安心して暮ら

せる環境づくり 

 

⑶働くための環境

整備 

（４２ページ） 

3. 再定住支援の強化 

対象項目: PDF 15 ページ「働くための環

境整備」 

意見 

「技能実習」や「特定技能」で出雲市に来

た外国人住民が、在留期間終了後も市内で

再就職できるよう支援体制を強化してく

ださい。具体的には以下の取り組みを提案

します。 

• 提案 1: 職業マッチングの強化 

再就職を希望する外国人住民向け

に、市内企業とのマッチングイベン

トを定期開催。 

• 提案 2: 就労支援プログラムの整備 

職業訓練や日本語教育を含む支援

プログラムを構築し、外国人住民が

地域で安定して働ける環境を提供

します。 

背景 

出雲市における外国人住民の増加は地域

の多様性を高める一方で、言語や文化の違

いが原因で孤立や偏見が生じる事例があ

ります。2024 年 5 月のアンケート結果

（PDF17ページ以降）でも、日本人と外国

人住民の交流を希望する声が多数挙がっ

ている一方で、差別や偏見を経験するケー

スも確認されました。労働条件や環境に不

満を持つ外国人が在留期間終了で、再度同

じ会社に就職しないケースがあります。企

業からすれば、貴重な人材が流失すること

になります。 

期待する効果 

• 外国人住民が地域に溶け込み、定住

することで地域社会の活性化を促

進します。 

• 市内企業の人材不足解消に寄与し

ます。 

 

 

職業マッチング、就労支

援プログラムについて

は、 P42(3)に記載のと

おり、「働くための環境

整備」を重点取組として

掲げています。いただい

たご意見を踏まえ、②

「就労や起業意欲のあ

る外国人住民への支援」

を次のとおり修正しま

す。 

『就職を希望する外国

人住民を支援するため、

合同企業説明会、事業所

向け雇用セミナーの開

催や就労メンター制度

を活用した企業とのマ

ッチング支援に取り組

むとともに、関係機関が

連携し、起業意欲のある

外国人住民を支援しま

す。また、就労に必要な

知識・技術やコミュニケ

ーション力の習得機会

を提供することで、外国

人住民が様々な業種に

安心して働ける環境を

整えるとともに、今後導

入される予定の「育成就

労制度」の周知を図り、

長期的な雇用による企

業の人材確保に努めま

す。』 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

６ 第２章 出雲市の

現状と課題 

 

２．これまでの主

な取組と課題 

 

１ 多文化共生の

地域づくり 

 

⑶相互理解の推進 

（１３～１４ペー

ジ） 

 

 

第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

７．取組の内容 

 

〈重点取組〉 

（３９ページ） 

4. 政策予算の見直し 

対象項目: PDF 14 ページ「相互理解の推

進」および 39ページ「重点取組」 

意見 

日本語教育に偏重する予算を見直し、以下

の分野に振り分けることを提案します。 

• 提案 1: 交流イベント補助金の拡充 

外国人住民と地域住民の交流イベ

ントへの補助金制度を設け、持続的

な交流を支援します。 

• 提案 2: 日本人住民向け研修 

日本人住民が外国人住民の文化や

価値観を理解するための研修を実

施します。 

期待する効果 

• 外国人住民と日本人住民が共に活

動する場の創出。 

• 相互の理解を深める取り組みの推

進。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人住民の日本語教

育については、令和 6年

5月に実施した外国人住

民アンケート調査の結

果から、日本語を「勉強

したい」「機会があれば

勉強したい」と回答した

外国人住民の割合が、

70％を超えており、重要

な取組と認識しており、

今後も継続していきま

す。 

交流イベントの補助金

については、本市独自の

補助制度を設けており

ますが、まだ十分に利用

されていないことから、

更なる周知に努めると

ともに、より利用しやす

い補助制度となるよう

適宜見直しを実施して

います。 

また、日本人向け研修会

については、これまで

も、多文化共生に関する

研修等を実施していま

す。今後さらに効果的な

研修について検討しま

す。 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

７ 全体 １．全体を通して 

●新たに数値目標として2点加わったこと

は、多文化共生の取り組みの進展、共生社

会への変容を評価する指標として、より妥

当性が高まったと考えます（これについて

は後述します）。 

●それぞれの取り組みが第2期プランより

も具体的に記載されており、何が必要とさ

れていて、そのために何に取り組むのか

が、より明確になったと考えます。 

 

ご意見ありがとうござ

います。 

 

８ はじめに 

（３ページ） 

２．「はじめに」について（3ページ） 

●第1期、第2期プランでは、「多文化共生」

とは何かについて、プランの冒頭に説明が

ありましたが、今回は巻末の用語集に入っ

ています。この言葉が浸透してきたことや

2006年の総務省報告から20年近くが経過

していることが背景にあると推察します。 

しかし、「多文化共生」の推進プランにお

いては、出雲市が「多文化共生」をどう捉

え、何をめざすかを、まずは冒頭で宣言す

ることが大切だと考えます。 

●確かに「はじめに」の2～3段落目はその

ことに触れていると考えられますが、「外

国人住民が増加して」「身近な存在になっ

た」というのは、いかにも受入れ社会（社

会的多数者）からの見方です。実際には、

日本語を母語とする外国人（外国籍）住民、

日本語を母語としない日本人（日本国籍）

住民、複数の言語・文化、国籍をもつ市民

の存在もあります。また総務省報告の定義

からすれば、「日本人と外国人」だけでな

く、例えばベトナム人とブラジル人の共生

も含まれます。「外国にも」ルーツをもつ

「日本人」への偏見・差別も存在します。 

●よって、「日本人住民」と「外国人住民」、

その「交流」「共生」ということではなく、

前述のような多様な状況が現にあること

を押さえたうえで、「出雲に暮らす市民の 

いただいたご意見を踏

まえ、 P3「はじめに」

の一部を、次のとおり修

正します。 

３段落目 

人は、生まれ育った国や

地域によって、気候、地

形、風土、言葉、文化、

習慣や食文化など様々

です。この異なる文化や

価値観を持つ人々がお

互いを理解しながら交

流し、地域社会で活躍で

きる環境づくりが必要

となっています。本市

は、国籍や民族などの異

なる人々が、互いの文化

的違いを認めあい、対等

な関係を築き、地域社会

の構成員として共に生

きていくという「多文化

共生」を目指していま

す。 

４段落目 

『また、本市は各施策を

推進するうえで常に

SDGs を意識して取り組

んでいますが、SDGsの基 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

  言語的・文化的な背景がますます多様にな

っている」「その多様な市民一人一人が、

（どんな言語を話す人も、どんな文化をも

って生きる人も）安心して生きることがで

きる社会へと変容していく」ことが「多文

化共生」であると考えます。 

●多文化共生は、あらゆる分野、組織、地

域に関わることです。「日本人」を対象と

して想定していた従来のしくみ・方法で

は、そこからもれてしまう人がいることに

気づき、そのしくみ・方法をより包摂的な

もの（多様さに対応できるもの）に変えて

いく、という視点が必要です。はじめから

「外国人住民」を「支援」の対象と捉え、

従来のしくみ・方法（支援が必要な状態を

生み出すもの）を変えないまま、そこにア

クセスできるように「支援」すること（支

援⇔被支援の関係の固定化）は、「共生」

とは言えないと考えます。 

●SDGsのロゴが入っていますが、これにつ

いての言及・説明はなく、唐突な感があり

ます。また多文化共生との関連性がこれだ

けでは不明です。SDGs の基本理念である

「誰一人取り残さない」「持続可能で多様

性と包摂性のある社会の実現」は、まさに

「多文化共生」がめざすことそのものであ

り、だからこそ「多文化共生」は単に外国

人住民が増えたから取り組むものではな

く、出雲市が持続可能な社会であるために

不可欠な取り組みと言えます。せっかく

SDGs に触れてくださっているので、そこ

まで言及していただけると、より理解が深

まると考えます。 

 

 

 

 

 

 

本理念である「誰一人取

り残さない」「持続可能

で多様性と包摂性のあ

る社会の実現」は多文化

共生社会の実現にもつ

ながります。引き続き、

お互いを認めあい、将来

にわたり安心して暮ら

せるまちをみんなでつ

くることが大切です。そ

れぞれの個性を尊重し、

力を合わせ、元気な出雲

市をつくっていきまし

ょう。』 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

９ 第２章 出雲市の

現状と課題 

 

２．これまでの主

な取組と課題 

（１３～１６ペー

ジ） 

 

 

第２章 出雲市の

現状と課題 

 

３．外国人住民ア

ンケート調査から

見える課題 

（２０～２１ペー

ジ） 

 

 

第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

１．ビジョン（め

ざしていく出雲の

将来の姿） 

（３４ページ） 

３．「交流」について（13 ページ～、20 ペ

ージ～、34 ページ～など） 

●外国人住民向けアンケートにある「日本

人との交流」をはじめとして、「交流」と

いう言葉が多く使われています。日本語の

「交流」のニュアンスは、ふだんは関わり

が少ない人どうしの「一時的な」「イベン

ト的な」ものと捉えられがちです（「日本

人と日本人の交流」ということがあまり言

われないことからも）。「外国人」を「交

流」の対象と捉えることにより、外国人住

民が疎外感や日本社会との壁を感じる例

もあります。 

●アンケートの設問の「交流」がどのよう

に翻訳されたかも含めて、どのような意味

合いでこの言葉を使用しているかは気に

なるところです。大事なことは、（特に言

語や文化の面で）多様な市民が社会のさま

ざまな場面で出会い、関わり合う中から、

すべての市民が包摂される社会を築いて

いくことだと考えます。その意味におい

て、「交流」というよりは、（インターカ

ルチュラリズムの基本原則でもある）「イ

ンターアクション」（関わり合い、相互作

用）という視点が大切だと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにおける「交

流 」 は 、 英 語 で は

「interaction」、ポルト

ガル語では「interação」

と翻訳しています。 

「交流」については、一

時的な出会いではなく、

国籍・地域に関わらず、

全ての市民がさまざま

な場面で出会い、関わり

合い、相互に理解し合う

機会を創出することが

大切だと考えています。 

アンケートではご意見

のとおり「interaction」

「interação」に翻訳し

ていますが、推進プラン

における日本語は「交

流」としており、他の言

葉に置き換えるかどう

かは今後の検討課題と

します。 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

１０ 第２章 出雲市の

現状と課題 

 

１．出雲市の現状 

 

⑹保育所・幼稚園

における状況 

⑺出雲市立の小中

学校における状況 

（１１ページ） 

 

 

第２章 出雲市の

現状と課題 

 

２．これまでの主

な取組と課題 

 

３ 安心して暮ら

せる環境づくり 

 

⑵子ども・若者支

援の充実 

（１５ページ） 

 

 

第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

７．取組の内容 

 

２ 安心して暮ら

せる環境づくり 

 

⑵子ども・若者支

援の充実 

（４１ページ） 

４．「子ども・若者の支援」について（１

１ページ、１５ページ、４１ページなど） 

●異文化環境、複言語・複文化の中で育つ

子ども・若者は、アイデンティティのゆら

ぎ、孤独感・疎外感、将来への不安など、

大きな困難に直面することが少なくあり

ません。そのような子ども・若者が安心し

て成長していけるためには、ありのままの

自分が認められ、受け入れられていると実

感できる社会であることが何よりも必要

です。 

●「日本語が理解できない」「○○ができ

ない」子どもに、「日本語」や「日本のル

ール、マナー」を「指導する」というのは、

あまりにも「受入れ社会」の「大人」の視

点・都合によるものだと感じます。必要な

のは、子ども・若者が抱えている困難とそ

の背景を知り、それを生み出しているもの

を変えていくことと、子ども・若者へのエ

ンパワメント（力づけ）です（「できるこ

と」にも光が当てられること）。異文化環

境、複言語・複文化の中で育つ子ども・若

者も含めて、すべての子ども・若者が安心

して生きられるように、従来の教育・保育

などのしくみや方法を見直し、より包摂的

なもの（多様さに対応できるもの）に変え

ていく、という視点が必要だと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在策定を進めている

こども・若者を対象とし

た「出雲市こども計画」

（計画期間：R7 年度～

R11年度）では、「こども

たち一人ひとりが主人

公～誰もがみんな  キ

ラリ☆と光る  出雲力

～」の基本理念のもと、

外国にルーツを持つこ

どもを含め、すべてのこ

どもが夢と希望を持ち、

自分らしく笑顔でいら

れるまちをめざして、こ

どもの意見を聴きなが

ら取組を進めることと

しています。 

本計画では 4つの基本方

針を定め、うち「こども

の権利が保障され、こど

もが意見を言えるまち

づくり」及び「全てのこ

どもが健やかに成長で

きるまちづくり」の方針

のもと、こどもの権利を

保障し多様な価値観を

認める取組や、外国にル

ーツを持つこどもの支

援について盛り込む予

定です。 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

１１ 第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

３．数値目標 （指

標） 

（３５～３６ペー

ジ） 

５．「数値目標（指標）」について（35 ペ

ージ～36 ページ） 

●新たに加わった2つの数値目標は、主と

して受入れ社会の市民（日本国籍）の意識

変革を測る指標だと考えられます（令和6

年の市民満足度調査、回答者の属性データ

より）。この点も大変重要ではありますが、

「外国人住民」の視点からみた社会の変化

についても、注意深く見ておく必要がある

と考えます。 

●例えば、人権侵害や差別を受けたことが

ある人が依然として3割を超えていること

は、共生社会をめざすうえで看過できない

数字だと思います。今回の数値目標に加え

ないまでも、この数字をいかに下げていく

かに注力することは、第3期プランの具体

的な取り組みにおいて特に意識する必要

があると考えます。 

外国人住民アンケート

では、外国人であること

を理由に、差別や人権侵

害（悪口を言われたり、

仲間外れにされたこと）

を受けたことがあると

回答した割合が、3 割を

超えています。そのた

め、多文化共生推進プラ

ンでは、P43②に記載の

とおり、「多文化共生の

相互理解の促進と差別

や偏見の解消に向けた

意識啓発事業・研修会等

の開催」を重点取組とし

て掲げています。人権侵

害や差別の解消に向け

て引き続き積極的に取

り組んでいきます。 

１２ 第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

 

７．取組の内容 

 

２ 安心して暮ら

せる環境づくり 

 

⑷健康で生活する

ための取組 

（４２ページ） 

お世話になっております。 

まずは、貴重な多文化計画を作成いただ

き、心より感謝申し上げます。計画全体に

わたる多様な文化的視点や配慮に非常に

感銘を受けており、これが地域社会に大き

な影響を与えることを確信しています。 

計画書を拝見している中で、特に 42 ペー

ジの内容「健康で生活するための取組」に

ついて、健康促進施策の一環として、母乳

育児の推進を取り入れていただけると良

いのではないかと思いました。カンボジア

やブラジルをはじめ、母乳育児は多くの国

で重要な母子健康の一環として推奨され

ており、その効果は広く認められていま

す。しかし、日本ではまだその実践が少な

いため、このような施策を取り入れること

で、母子の健康改善に大きな役割を果たす

ことができると考えます。 

母乳育児の推進にあた

っては、母体の健康的な

生活や母乳の利点に関

する情報提供、授乳方法

の助言など母乳育児の

継続に向けた支援を行

っており、「出雲市健康

のまちづくり基本計画」

において、母乳育児の割

合の増加を掲げていま

す。 

その上で、母子の健康上

の理由等により、育児用

ミルクの選択が適切な

場合もあり、子どもの成

長も確認しながら、その

家族に適した授乳スタ

イルを選択できるよう、

今後も支援を継続して

いきます。 
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番号 項目 意見内容 市の考え方 

  もしご興味がありましたら、さらに詳しく

お話しさせていただければ幸いです。 

改めて、素晴らしい計画をお作りいただ

き、ありがとうございました。今後の発展

を楽しみにしております。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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パブリックコメント、推進委員会の意見を踏まえた修正内容 

 
 

番号 ページ 内容 修正後 修正前 修正理由 

１ ３ はじめに 

 

『はじめに』の記載

内容の変更 

人は、生まれ育った国や地

域によって、気候、地形、

風土、言葉、文化、習慣や

食文化など様々です。この

異なる文化や価値観を持つ

人々がお互いを理解しなが

ら交流し、地域社会で活躍

できる環境づくりが必要と

なっています。本市は、国

籍や民族などの異なる人々

が、互いの文化的違いを認

めあい、対等な関係を築

き、地域社会の構成員とし

て共に生きていくという

「多文化共生」を目指して

います。 

 

 

人は、生まれ育った国や地

域によって、気候、地形、

風土、言葉、文化、習慣や

食文化など様々です。この

異なる文化や価値観を持つ

人々がお互いを理解しなが

ら交流し、地域社会で活躍

できる環境づくりが必要と

なっています。 

意見８ 

パブリックコ

メント 

→ 出 雲 市 が

「 多 文 化 共

生」をどう捉

え、何を目指

すかを、冒頭

で宣言する。 

２ ３ はじめに 

 

『はじめに』の記載

内容の変更 

また、本市は各施策を推進

するうえで常にＳＤＧｓを

意識して取り組んでいます

が、SDGsの基本理念である

「誰一人取り残さない」

「持続可能で多様性と包摂

性のある社会の実現」は多

文化共生社会の実現にもつ

ながります。引き続き、お

互いを認めあい、将来にわ

たり安心して暮らせるまち

をみんなでつくることが大

切です。それぞれの個性を

尊重し、力を合わせ、元気

な出雲市をつくっていきま

しょう。 

 

 

引き続き、お互いを認めあ

い、将来にわたり安心して

暮らせるまちをみんなでつ

くることが大切です。それ

ぞれの個性を尊重し、力を

合わせ、元気な出雲市をつ

くっていきましょう。 

意見８ 

パブリックコ

メント 

→SDGsと多文

化共生推進プ

ランの関係性

について記載

する。 

３ ４ 第１章プラン策定

にあたって 

２．プランの位置

づけ 

 

『2.プランの位置

づけ』の記載内容

の変更 

本プランは、本市における

多文化共生を推進するため

の取組方針を示すものであ

り、国籍や民族・文化の違

いに関わらず、すべての市

民が共に安心して暮らせる

まちを実現することを目指

します。 

 

 

本プランは、本市における

多文化共生を推進するため

の取組方針を示すもので

す。 

意見２ 

パブリックコ

メント 

→日本人も外

国人も住みや

すい町を目指

すという方向

性にする。 

別紙２ 
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番号 ページ 内容 修正後 修正前 修正理由 

４ ４０ 第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

７．取組の内容 

 

『①ＩＣＴ技術の

活用促進による窓

口・相談対応の充

実』の記載内容の

変更 

 

外国人住民の言葉の壁を軽

減するため、電話通訳サー

ビスや翻訳機器等を活用

し、市役所窓口をはじめ公

共施設での窓口・相談対応

の充実を図ります。 

電話通訳サービスや翻訳機

器等を活用し、窓口・相談

対応の充実を図ります。 

意見４ 

パブリックコ

メント 

→公共施設や

市役所窓口で

の翻訳アプリ

の活用促進を

図る。 

５ ４０ 第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

７．取組の内容 

 

『①やさしい日本

語を用いたコミュ

ニケーションの促

進』の記載内容の

変更 

 

市役所窓口等でのやさしい

日本語の活用の促進を図る

とともに、市民や事業所向

けのやさしい日本語研修の

充実や活用に関する情報発

信を行い、地域全体で理解

を深める機会を提供しま

す。 

市役所窓口等でのやさしい

日本語の活用の促進を図る

とともに、市民に向けてや

さしい日本語研修や活用に

関する情報発信を行いま

す。 

意見４ 

パブリックコ

メント 

→地域住民や

企 業 向 け の

「やさしい日

本語」研修を

拡大し、市民

全体で理解を

深める。 

６ ４２ 第３章 第３期出

雲市多文化共生推

進プランについて 

７．取組の内容 

 

『②就労や起業意

欲のある外国人住

民への支援』の記

載内容の変更 

就職を希望する外国人住民

を支援するため、合同企業

説明会、事業所向け雇用セ

ミナーの開催や就労メンタ

ー制度を活用した企業との

マッチング支援に取り組む

とともに、関係機関が連携

し、起業意欲のある外国人

住民を支援します。また、

就労に必要な知識・技術や

コミュニケーション力の習

得機会を提供することで、

外国人住民が様々な業種に

安心して働ける環境を整え

るとともに、今後導入され

る予定の「育成就労制度」

の周知を図り、長期的な雇

用による企業の人材確保に

努めます。 

 

就職を希望する外国人住民

を支援するため、合同企業

説明会や事業所向け雇用セ

ミナーを開催します。ま

た、関係機関が連携し、起

業意欲のある外国人住民を

支援します。 

意見５ 

パブリックコ

メント 

→外国人住民

が、在留期間

終了後も市内

で再就職でき

るよう支援体

制 を 強 化 す

る。 
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